
プログラム・デザイン・コース 

■ 「尾瀬国立公園の湿地を活用した環境教育」 

 ～発達段階に応じた尾瀬学習～ 

日   時： 2024年 8月 19日（月）9：30 ～17：00 

会   場： 尾瀬国立公園 鳩待峠～尾瀬ヶ原 

定   員： 20名 

講   師： 松井孝夫（群馬県立尾瀬高等学校活性化委員会 専門委員） 

       伊澤菜美子（尾瀬自然ガイド 東京パワーテクノロジー株式会社） 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

集 合 時 間： 9:30 （受付 9:00～9：30） 

集 合 場 所： 尾瀬ぷらり館（尾瀬ネイチャーセンター）前 

〔住所〕群馬県利根郡片品村戸倉 736-1 

ア ク セ ス： ①無料送迎バス（JR上毛高原駅前⇒JR沼田駅前⇒尾瀬ぷらり館前） 乗車時間

（上毛高原駅から 90分程度） 

往路：上毛高原駅前 8:00出発予定・沼田駅前 8:20出発予定  

（JR上毛高原駅・新幹線到着 7:50、JR沼田駅・電車到着 8:01を想定） 

復路：尾瀬ぷらり館（尾瀬ネイチャーセンター）前 17:00出発予定  

②マイカー利用 （※駐車場有料） 

プログラム（予定）  

9:00～ 受付（於：尾瀬ぷらり館・尾瀬ネイチャーセンター前） 

9:30～ 

9:40～ 

開講（於：尾瀬ぷらり館・尾瀬ネイチャーセンター前）、講師紹介 

バス移動（鳩待峠へ） 車中：事前にいただいた質問に対する回答 

10:10頃 鳩待峠着、山ノ鼻へ移動 

11:30頃 

 

 

14:30頃 

山ノ鼻着 

昼食 ＆ ビジターセンター見学など（45分） 

尾瀬ヶ原散策※（上の大堀川付近まで、状況によっては研究見本園散策） 

山ノ鼻発、鳩待峠へ移動 

15:45頃 鳩待峠着、バス移動（尾瀬ぷらり館・尾瀬ネイチャーセンターへ） 

車中：学校とつながるためのワンポイントアドバイス 

16:15～ ふりかえり（於：尾瀬ぷらり館・尾瀬ネイチャーセンター前） 

16:30～ 閉講 

17:00 解散 無料送迎バス利用者はバスへ移動 

※尾瀬ヶ原見学は、安全性が考慮された、無理なく体験できるプログラムです。ゆっくり10kmほど歩きます。 

参加者のご様子を見ながら、スタッフが随時サポートいたします。 

※ 当日の天候等で、プログラムに変更が生じる場合があります。 

※ 「学校とつながるためのワンポイントアドバイス」は、松井孝夫先生からお話を伺います。 

※ 研修終了後、簡単な事後アンケートにご協力ください。 



プログラム・デザイン・コース 

 

■ 講師プロフィール 

 松井 孝夫（まつい たかお）氏 〔群馬県立尾瀬高等学校活性化委員会 専門委員〕 

1992年に群馬県公立学校教員（生物）となり、尾瀬国立公園での活動を始め、1997年から

県立尾瀬高等学校自然環境科担当として地域の自然環境を活かした環境教育を推進し、

2006年より全国高校生自然環境サミット指導委員会代表理事も務めている。2011年からは

県立中等教育学校において、教科等の他、環境委員会や科学部を中心に環境教育を実践し

てきた。 

現在は、丸五ファーム体験農園で農業・文化・自然体験を提供しながら、小・中・高校の

総合的な学習・探究の時間の支援、高校・専門学校・大学の生物学非常勤講師、日本自然

保護協会の自然観察指導員養成事業のアシスタント業務も担当している。 

高等学校学習指導要領解説（総合的な学習の時間編、総合的な探究の時間編）作成、学校

における持続可能な発展のための教育(ESD)に関する研究実践、総合的な学習の時間におけ

る評価方法等の工夫に関する調査研究に協力者として関わるなど、総合的な学習の時間や

ESDを積極的に実践しながら、ぐんま環境教育ネットワーク代表理事、NPO法人奥利根自然

センター事務局長など、地域での環境活動にも取り組んでいる。 

 


